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家
畜
共
済
で
は
、平
成
31
年
１
月
以
後
開
始
す
る

共
済
責
任
期
間
か
ら
、次
の
事
項
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

死
廃
事
故
と
病
傷

事
故
の
取
扱
い

死
亡
廃
用
共
済
（
死
廃
事
故
）
と
疾
病

傷
害
共
済
（
病
傷
事
故
）
は
別
々
に
加
入

で
き
、
さ
ら
に
補
償
割
合
も
別
々
に
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

牛
白
血
病
の
取
扱
い

と
畜
場
で
発
見
さ
れ
た
牛
白
血
病
に

よ
る
事
故
は
、共
済
に
加
入
し
て
い
る
農

業
者
か
ら
家
畜
商
が
購
入
し
た
場
合
も
、

農
業
者
自
ら
が
出
荷
し
た
場
合
と
同
様

に
、
共
済
金
の
支
払
対
象
と
な
り
ま
す
。

待
期
間
の
取
扱
い

家
畜
共
済
加
入
者
間
で
取
引
さ
れ
た
家

畜
は
、
待
期
間
（
導
入
等
、
一
定
期
間
の

事
故
が
支
払
対
象
に
な
ら
な
い
期
間
）
の

適
用
が
除
外
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
家
畜
共
済
加
入
を
確
認
す
る

た
め
に
は
、「
個
人
情
報
に
関
す
る
同
意

書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

死
廃
事
故
に
お
け
る

家
畜
の
資
産
価
値

搾
乳
牛
や
繁
殖
牛
な
ど
固
定
資
産
的

家
畜
の
死
廃
事
故
に
お
け
る
資
産
価
値

は
、
従
来
通
り
、
共
済
掛
金
期
間
（
１

年
間
）
の
始
期
の
資
産
価
値
を
用
い
て

評
価
さ
れ
ま
す
が
、
日
々
価
値
が
増

加
す
る
肥
育
牛

な
ど
の
棚
卸
資

産
的
家
畜
の
死

廃
事
故
に
お
け

る
資
産
価
値
は
、

始
期
で
は
な
く
、

事
故
発
生
時
の

資
産
価
値
で
評

価
し
ま
す
。

1

34

2

家
畜
共
済
制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

特 集

棚卸資産的家畜（肥育牛等）の補償（イメージ）
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8 20 30 （月齢）

（千円）

15（死亡）

共済掛金期間

期首の
資産価値

〈現行の補償金額〉
死亡時点の
資産価値

〈見直し後の補償金額〉
資産価値

資産価値の差 出
荷
月
齢

40万円

32万円 3.2万円以下
で設定

8万円

見直し後

資産価値
死廃事故と
病傷事故は
補償割合を
別々に選択可

【死廃事故】 【病傷事故】補償金額

８割

…

２割

…

資産価値の２割～
８割の中で選択

資産価値 × 地域ごとに
設定される支払限度額
（上の例では８％）

以下で設定

変更ポイントは
６つです！
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異
動
通
知
の
廃
止

家
畜
の
異
動
の
度
に
、
異
動
を
申
告
す
る
現
在
の
方
式
は
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
代

わ
り
に
、
期
首
に
年
間
の
飼
養
計
画
を
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

診
療
費
の
自
己
負
担

２
０
２
０
年
１
月
以
後
に
開
始
す
る
疾
病
傷
害
共
済
で
は
、
初
診
料
を
含
め
た
診

療
費
全
体
の
１
割
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
期
間
の
疾
病
傷
害
共
済
で
は
、
従
来
ど
お
り
、
病
傷
事
故
支
払
限
度

額
ま
で
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

6

5包括共済の仕組み（見直し後） 1 頭当たり全て 40万円
期首に付保割合 50％選択と仮定

実際の飼養実績が計画と異なれば、期末に一括して
共済価額及び共済金額を修正し、共済掛金を追納・返還する。

期首
50頭

60頭

期末
40頭

飼養頭数
の変化 共済価額 共済金額 付保割合

固 定 固 定

共済金
（一頭）

家畜の資産
価値の合計

補償金額 40万円
×

付保割合

共済価額に
対する共済金の
支払割合

（共済金額／共済価額）期首に策定
した年間の
飼養計画
（60頭）に
基づき設定

10頭導入

20頭出荷

2,400万円 1,200万円 50％ 20万円

家畜の異動の都度の申告は不要

支払額は変動しない

（初診料）
自己負担
（10割）

診療費（初診料を含む）

病傷共済の自己負担

（
現
行
）

自己負担（1割）

（
見
直
し
後
）

診療費（初診料を含む）

自己負担（３割）

（参考）人の健康保険の場合

共済金（10割）
（初診料以外の診療費）

共済金（9割）

保険給付（７割）
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園
芸
施
設
共
済
制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

特 集

　
　

短
期
加
入
を
廃
止
し
、未
被
覆

　
　

期
間
も
補
償
対
象
に
な
り
ま
す
。

共
済
責
任
期
間
は
原
則
１
年
間
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
被
覆
期
間
が
１
年
未
満

の
場
合
は
、
被
覆
期
間
に
合
せ
て
短
期

（
１
年
未
満
）
の
加
入
が
可
能
で
し
た
が
、

改
正
後
は
、
短
期
加
入
を
廃
止
し
、
未
被

覆
期
間
を
含
め
た
共
済
責
任
期
間
を
１

年
間
と
す
る
補
償
に
な
り
ま
す
。（
た
だ

し
、
共
済
責
任
期
間
の
始
期
（
終
期
）
を

統
一
す
る
場
合
は
、
短
期
加
入
が
認
め
ら

れ
ま
す
。）

近
年
多
発
し
て
い
る
異
常
災
害
で
は

こ
の
未
加
入
期
間
の
園
芸
用
ハ
ウ
ス
に

損
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
補

償
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
補
償

　
　

共
済
掛
金
の
国
庫
負
担

　
　

限
度
額
が
１
億
６
千
万
円
に

　
　

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

共
済
掛
金
の
50
％
は
国
庫
負
担
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
限
度
額
は
、
組
合
員
ご

と
に
共
済
金
額
の
合
計
が
８
千
万
円
ま

で
で
し
た
が
、
今
回
の
制
度
改
正
で
は

限
度
額
が
２
倍
の
１
億
６
千
万
円
ま
で

と
な
り
ま
す
。

大
型
の
園
芸
用
ハ
ウ
ス
の
補
償
は
よ

り
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
、復
旧
費
用
に
係
る
共
済
掛

金
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
も
国
庫
負
担

は
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。）

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
農
業
保
険
法
が
施
行
さ
れ
、
園
芸
施
設
共
済
の
制
度
が

見
直
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
後
の
制
度
は
、
共
済
責
任
期
間
が
平
成
31
年
１
月
１
日
以

降
に
開
始
す
る
も
の
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

改
正
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

の
拡
大
を
図
っ
た
改
正
に
な
り
ま
す
。

共
済
責
任
期
間
が
１
年
と
な
る
こ
と

で
共
済
掛
金
の
負
担
が
大
き
く
な
ら
な

い
よ
う
に
、
未
被
覆
期
間
の
共
済
掛
金
率

は
被
覆
期
間
の
共
済
掛
金
率
と
は
別
に

設
定
さ
れ
ま
す
。

被覆期間
７か月ご加入

未被覆期間
５か月のご加入

＋

（未被覆期間も補償します）

１年間の補償期間になります。

あわせて

【園芸施設共済に共済金額１億円で加入の場合】

限度額が２倍に
引き上げられます。

　これまでは共済金額８千万円までの
共済掛金には国庫負担があり、残り２
千万円の共済掛金は自己負担でしたが、
制度改正後は共済金額 1億円の共済掛
金が国庫負担の対象になります。
　設置面積が大きい組合員の負担がよ
り軽減されます。

上限
8千万円

上限
1億6千万円

皆さまに
お知らせします

1

2
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小
損
害
不
填
補
の
基
準
が

　
　

見
直
さ
れ
ま
す
。

園
芸
用
ハ
ウ
ス
が
被
害
を
受
け
た
際

は
棟
ご
と
に
共
済
金
の
算
定
を
し
ま
す

が
、
支
払
の
基
準
と
な
る
金
額
が
見
直

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
共
済
金
支
払
の
基
準
と

な
る
金
額
が
「
損
害
額
が
3
万
円
又
は

共
済
価
額
の
10
％
を
超
え
る
金
額
」
で

し
た
が
、
制
度
改
正
後
は
「
損
害
額
が

3
万
円
又
は
共
済
価
額
の
５
％
を
超
え

る
金
額
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
共
済
金
支
払
の
基
準
と
な
る

金
額
に
、
10
万
円
及
び
20
万
円
が
新
設

さ
れ
ま
す
。

　
　

被
覆
材
の
評
価
額
等
が

　
　

見
直
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
共
済
責

任
期
間
が
開
始
す
る
一
般
軟
質
フ
ィ
ル

ム
、
耐
久
性
軟
質
フ
ィ
ル
ム
、
耐
久
性

硬
質
フ
ィ
ル
ム
の
標
準
価
額
及
び
耐
用

年
数
が
見
直
し
さ
れ
、
補
償
内
容
が
よ

り
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
　

収
入
保
険
と
園
芸
施
設
共
済

園
芸
施
設
共
済
に
ハ
ウ
ス
本
体（
被
覆

材
を
含
む
。）
と
施
設
内
農
作
物
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
が
収
入
保
険
に
加
入
さ

れ
る
場
合
は
、施
設
本
体
は
園
芸
施
設
共

済
に
加
入
し
、施
設
内
農
作
物
は
収
入
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

制
度
改
正
に
係
る
注
意
事
項

平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
開
始
す

る
共
済
責
任
期
間
は
１
年
と
な
り
ま
す

の
で
、
加
入
の
際
に
は
１
年
の
期
間
で

被
覆
し
て
い
る
期
間
と
被
覆
し
て
い
な

い
期
間
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

加
入
後
に
加
入
内
容
（
被
覆
期
間
・

未
被
覆
期
間
）
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
各
支
所
に

連
絡
願
い
ま
す
。

加
入
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、

変
更
の
連
絡
が
無
く
被
害
が
発
生
し
た

と
き
は
、
共
済
金
の
お
支
払
い
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
願
い

ま
す
。

3万円又は共済価額の10％

3万円又は
共済価額の
5％

10万円 20万円

小損害不填補基準の見直し

加入の際に
①・②・③から選択していただきます。

① ② ③

加入内容に変更がある場合は必ずご連絡ください。

加入時

4月10日～11月9日
被覆期間 未被覆期間

11月10日～4月9日

加入内容の変更

4月10日～11月20日
変更後被覆期間 変更後未被覆期間

11月21日～4月9日

3
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収
入
保
険
の
加
入
申
請
が
始
ま
り
ま
し
た
。

特 集

10
月
1
日
よ
り
『
農
業
経
営
収
入
保

険
の
加
入
申
請
』
が
始
ま
り
ま
し
た
。

農
業
者
が
収
入
保
険
に
加
入
さ
れ
る

場
合
は
、
加
入
申
請
書
等
を
個
人
は
11

月
末
日
（
法
人
は
事
業
年
度
の
開
始
月

の
前
々
月
の
末
日
）
ま
で
に
農
業
共
済

組
合
を
通
じ
て
全
国
連
合
会
に
提
出
い

た
だ
き
ま
す
。

手
続
き
は
、

①
加
入
申
請
書
等
を
全
国
連
合
会
に
提
出

②
全
国
連
合
会
が
こ
れ
を
承
諾
し
た
後
、

　

保
険
契
約
締
結

③
加
入
者
へ
「
保
険
証
書
」
と

　
「
保
険
料
及
び
積
立
金
通
知
書
」
を

　

送
付

④
保
険
料
等
の
納
入
（
口
座
振
替
）

　

と
い
っ
た
流
れ
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
等
の
支
払
期
限
を
過

ぎ
て
も
未
支
払
い
の
場
合
は
、
保
険
金

等
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

農
業
共
済
組
合
で
は
、
加
入
申
請
書

作
成
等
手
続
き
の
お
手
伝
い
を
し
て
お

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

支払方法 支払回数 支払方法 初回保険料
支払期限

２回目以降
保険料支払期限

一括支払 １回

金融機関
口座振替

保険期間開始日の属
する月の前月の末日

-

分割支払 ２、３、５、９回 各分割支払月の
末日

加
入
申
請
書
等
と
は

ど
の
よ
う
な
書
類
で
す
か
？

保
険
資
格
者
が
収
入
保
険
の
加
入
申

請
を
す
る
場
合
は
、
次
の
提
出
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

①
加
入
申
請
書
（
様
式
１
号
）

②
過
去
の
農
業
収
入
金
額
申
告
書

　
（
様
式
２
号
）

＊
加
入
申
請
日
の
属
す
る
年
の
も
の

に
あ
っ
て
は
、
青
色
申
告
書
を
提
出

し
た
後
、
税
申
告
の
期
限
の
日
か
ら

１
か
月
以
内
に
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
添
付
書
類
）

◦
税
申
告
書
類

個
人
・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
Ｂ
第

１
表
及
び
青
色
申
告
決
算
書

法
人
・
法
人
税
の
申
告
書
の
別
表
一

及
び
別
表
四
、
損
益
計
算
書

③
対
象
農
産
物
等
の
種
類
ご
と
の
販
売

　

金
額
を
整
理
す
る
た
め
の
補
助

　

フ
ォ
ー
ム

（
農
業
所
得
用
：
様
式
３
号
の
１
、一

般
・
法
人
用
：
様
式
３
号
の
２
）

④
農
業
経
営
に
関
す
る
計
画

　
（
様
式
４
号
）

保
険
料
等
の
支
払
方
法
は
？

お
支
払
い
方
法
は
、
原
則
と
し
て
口

座
振
替
に
よ
り
行
い
ま
す
。

保
険
料
等
は
、「
保
険
料
及
び
積
立
金

通
知
書
」
記
載
の
振
替
日
ま
で
に
口
座

に
入
金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

支
払
期
限
を
過
ぎ
て
も
保
険
料
等
の

支
払
が
な
い
と
き
に
は
、
保
険
金
等
を

お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
事
務
費
や
２
回
目
以
降
の
保

険
料
に
つ
い
て
支
払
期
限
を
過
ぎ
て
も

支
払
が
な
い
と
き
に
は
、
残
り
分
の
保

険
料
、
事
務
費
を
延
滞
金
と
と
も
に
請

求
い
た
し
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

＊事務費は保険期間開始日の属する月の前月の末日までに全額を支払いいただきます。
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支払回数 口座振替

一括支払 12 月

２回分割支払 12 月、８月

３回分割支払 12 月、４月、８月

５回分割支払 12 月、２月、４月、６月、８月

９回分割支払 12 月、１月、２月、３月、４月、５月、６月、７月、８月

詳
し
く
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

「
収
入
保
険
制
度
に
関
す
る

相
談
窓
口
」に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

加
入
申
請
日
の
属
す
る
年
の

農
業
収
入
金
額
申
告
書
の

提
出
は
ど
う
す
る
の
？

加
入
申
請
日
の
属
す
る
年
の
税
申
告

書
類
は
、
青
色
申
告
書
を
提
出
し
た
後
、

税
申
告
の
期
限
の
日
か
ら
1
か
月
以
内

に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
に

伴
う「
過
去
の
農
業
収
入
金
額
申
告
書
」

（
実
績
書
面
）
を
提
出
い
た
だ
い
た
際
、

全
国
連
合
会
は
基
準
収
入
金
額
の
算
定

方
法
の
特
例
の
適
用
の
申
出
の
有
無
を

確
認
し
た
の
ち
、
基
準
収
入
金
額
等
に

修
正
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
基
準
収

入
金
額
等
を
修
正
い
た
し
ま
す
。

実
績
書
面
の
提
出
を
受
け
、
全
国
連

合
会
は
保
険
方
式
及
び
積
立
方
式
の
支

払
率
の
修
正
を
申
し
出
る
か
の
確
認
を

い
た
し
ま
す
。

修
正
申
し
出
の
際
の
支
払
率
は
、
保

険
契
約
時
の
保
険
金
額
又
は
補
て
ん
対

象
金
額
か
ら
、
修
正
後
の
基
準
収
入
金

額
及
び
当
該
修
正
前
の
支
払
率
に
よ
り

算
定
さ
れ
る
保
険
金
額
又
は
補
て
ん
対

象
金
額
ま
で
の
範
囲
内
で
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
修
正
に
よ
り
、
保
険
料
、
積
立

金
及
び
事
務
費
が
増
額
さ
れ
た
場
合
は
、

全
国
連
合
会
は
、
加
入
者
が
加
入
申
請

に
お
い
て
選
択
し
た
支
払
の
方
法
に
応

じ
て
、
増
額
分
を
徴
収
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
、
積
立
金
及
び
事
務

費
が
減
額
さ
れ
た
場
合
は
、
加
入
者
が

加
入
申
請
に
お
い
て
選
択
し
た
支
払
の

方
法
に
応
じ
て
、
減
額
分
を
返
還
い
た

し
ま
す
。

営
農
計
画
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
？

保
険
期
間
中
に
「
農
業
経
営
に
関
す

る
計
画
」
の
う
ち
「
保
険
期
間
の
営
農

計
画
」
を
変
更
し
た
場
合
は
、「
保
険

期
間
の
営
農
計
画
に
基
づ
く
保
険
期
間

中
に
見
込
ま
れ
る
農
業
収
入
金
額
」
も

併
せ
て
変
更
し
、
原
則
と
し
て
変
更
に

係
る
農
産
物
等
の
作
付
け
後
１
か
月
以

内
に
通
知
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
（
た
だ
し
、
事
故
発
生
等
の
通
知
を

行
っ
た
場
合
は
、
営
農
計
画
の
変
更
を

通
知
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

な
お
、
営
農
計
画
の
変
更
通
知
に
よ

り
新
た
に
基
準
収
入
金
額
の
算
定
方
法

の
規
模
拡
大
特
例
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
と
な
っ
た
と
き
は
、
農
業
共
済
組
合

が
規
模
拡
大
特
例
の
適
用
の
有
無
を
確

認
い
た
し
ま
す
。

特
例
の
要
件
を
満
た
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
た
場
合
、
全
国
連
合
会
は
基
準

収
入
金
額
、
保
険
金
額
、
補
て
ん
対
象

金
額
、
保
険
料
、
積
立
金
及
び
事
務
費

を
修
正
し
ま
す
。

そ
の
修
正
に
よ
り
、
保
険
料
、
積
立

金
及
び
事
務
費
が
増
額
さ
れ
た
場
合
は
、

全
国
連
合
会
は
、
加
入
者
が
加
入
申
請

に
お
い
て
選
択
し
た
支
払
の
方
法
に
応

じ
て
、
増
額
分
を
徴
収
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
等
が
減
額
さ
れ
た
場

合
は
、
加
入
者
が
加
入
申
請
に
お
い
て

選
択
し
た
支
払
の
方
法
に
応
じ
て
、
減

額
分
を
返
還
い
た
し
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

【参考】１月に保険開始した場合の口座振替月
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農
業
が
荒
廃
し
て
い
く
の
を
見

て
い
ら
れ
な
い
─
─
。
古
殿
町
の
小

澤
啓
子
さ
ん
（
60
）
は
、
特
別
栽
培

米
の
酒
米
な
ど
の
規
模
拡
大
に
取

り
組
み
、
食
品
加
工
所
「
ふ
る
さ
と

工
房
お
ざ
わ
ふ
ぁ
～
む
」
を
平
成
22

年
に
開
設
。
現
在
は
、
夫
の
昌
男
さ

ん
（
61
）
と
今
年
７
月
に
就
農
し
た

長
男
の
嘉
則
さ
ん
（
35
）
の
３
人
で

稲
作
中
心
の
専
業
農
家
を
営
ん
で

い
ま
す
。

地
域
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
と

技
術
を
継
承
し
よ
う
と
、
啓
子
さ
ん

は
自
家
産
米
を
１
０
０
％
使
用
し

た
郷
土
食
を
加
工
・
販
売
し
、
食
や

農
業
の
大
切
さ
を
、
イ
ベ
ン
ト
を
通

「
二
本
松
神
社
な
ど
市
内
の
神

社
や
個
人
か
ら
依
頼
さ
れ
、
し
め
縄

を
作
っ
て
奉
納
し
て
い
ま
す
」
と
話

す
の
は
、
二
本
松
市
錦
町
の
菅
野
高

さ
ん
（
73
）。
妻
の
淑
子
さ
ん
（
74
）

と
２
人
で
キ
ュ
ウ
リ
45
㌃
、
水
稲
1.5

㌶
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

二
本
松
の
提
灯
祭
り
（
二
本
松
神

社
例
大
祭
）
で
知
ら
れ
る
二
本
松
神

社
に
し
め
縄
を
奉
納
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
15
年
ほ
ど
前
か
ら
。
二

本
松
神
社
の
宮
司
が
、
地
元
の
神
社

に
奉
納
し
て
あ
っ
た
菅
野
さ
ん
の

し
め
縄
を
み
て
「
ぜ
ひ
二
本
松
神
社

の
し
め
縄
も
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
依

頼
さ
れ
、
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た

じ
て
次
世
代
へ
つ
な
げ
よ
う
と
活

動
し
て
い
ま
す
。
自
然
に
逆
ら
わ
な

い
も
の
作
り
に
こ
だ
わ
り
、「
ご
ん

ぼ
っ
ぱ
凍
み
餅
」「
あ
げ
飯
（
ま
ん

ま
）」
な
ど
、
季
節
ご
と
の
郷
土
食

を
古
殿
町
の
「
道
の
駅
」
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

今
年
10
月
下
旬
に
は
、
ご
夫
妻
の

長
年
の
夢
だ
っ
た
民
宿
を
開
設
。
こ

こ
で
は
郷
土
料
理
作
り
や
農
業
を

体
験
で
き
ま
す
。「
次
世
代
に
向
け

て
安
全
・
安
心
な
食
べ
物
を
提
供
し

て
い
き
た
い
。
た
く
さ
ん
の
人
と
関

わ
り
な
が
ら
農
業
の
良
さ
を
発
信

し
て
元
気
に
活
動
し
た
い
」
と
地
域

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

の
だ
と
か
。

し
め
縄
に
使
う
稲
は
自
宅
の
水

田
で
栽
培
し
、
穂
が
出
る
前
の
７
月

末
に
刈
り
取
り
ま
す
。
制
作
は
農
閑

期
の
12
月
か
ら
で
、
大
晦
日
前
ま
で

の
１
カ
月
の
間
に
、
大
き
な
も
の
は

地
元
の
仲
間
の
手
を
借
り
て
仕
上

げ
、
依
頼
さ
れ
た
神
社
な
ど
に
奉
納

し
て
い
ま
す
。

「
神
社
仏
閣
は
粗
末
に
で
き
な

い
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
文
化
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
菅
野
さ
ん
は
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

安
達
支
所

い
わ
せ
石
川
支
所

農
閑
期
に
し
め
縄
作
り

地
域
の
文
化
を
後
世
に

田
舎
の
伝
統
郷
土
料
理
を
伝
え
る

「
ふ
る
さ
と
工
房
お
ざ
わ
ふ
ぁ
～
む
」

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

二本松神社に奉納されているしめ縄 

小澤さん家族

左：あげ飯（まんま）
右：ミニトマトの
　   シロップ漬け

ごんぼっぱ凍み餅

完成した民宿

菅野高さん

NOSAI

元気
通信
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北
会
津
町
の
新
田
善
治
さ
ん

（
66
）
は
、
果
樹
を
栽
培
す
る
か
た

わ
ら
「
二
日
町
生
産
組
合
」
を
組
織

し
、
同
組
合
が
経
営
母
体
と
な
る

直
売
所
「
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
よ
よ
ぜ

ん
」
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
店
内
で

は
果
物
の
ほ
か
、
近
隣
農
家
の
野
菜

や
花
き
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

「
農
業
を
再
開
す
る
な
ら
、
風
評

な
ど
が
つ
き
ま
と
う
水
稲
な
ど
の

作
物
で
は
な
く
、
花
と
決
め
て
い
ま

し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
飯

舘
村
比
曽
の
菅
野
啓
一
さ
ん
（
63
）。

原
発
事
故
前
か
ら
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
を
栽
培
し
て
い
た
菅
野
さ

ん
は
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
当

地
区
で
今
年
、
国
の
農
業
復
興
支
援

を
受
け
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
３
棟

を
新
築
し
ま
し
た
。
所
有
し
て
い
た

３
棟
と
合
わ
せ
６
棟
で
、
ト
ル
コ
ギ

「
完
熟
を
市
場
に
出
す
と
ロ
ス

に
な
り
や
す
い
け
れ
ど
、
直
売
で

は
味
に
惹
か
れ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
あ
り

が
た
い
で
す
」
と
新
田
さ
ん
。

併
設
の
観
光
農
園
で
は
、
果
物
狩

り
を
楽
し
め
ま
す
。
ぶ
ど
う
の
食
べ

放
題
「
粒
も
ぎ
」
は
、
決
め
ら
れ
た

エ
リ
ア
内
で
自
由
に
粒
を
も
い
で

食
べ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
熟
し

た
も
の
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
好
評
で
す
。

「
巨
峰
な
ど
の
種
な
し
は
食
べ

や
す
い
け
ど
、
味
は
種
あ
り
が
お
す

す
め
。
甘
酸
っ
ぱ
さ
が
種
の
周
辺
で

濃
く
出
ま
す
」
と
の
こ
と
。

お
客
様
か
ら
の
要
望
で
、
４
年
前

か
ら
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽

培
に
挑
戦
。「
日
々
試
行
錯
誤
で
す
」

と
新
田
さ
ん
。
ぶ
ど
う
栽
培
の
魅
力

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
よ
よ
ぜ
ん

　

会
津
若
松
市
北
会
津
町

　

二
日
町
二
百
苅
１
７-

３

　

☎
０
２
４
２-

５
８-

３
６
１
６

キ
ョ
ウ
と
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

「
コ
メ
や
牛
な
ど
か
ら
経
営
を

切
り
替
え
、
新
し
い
挑
戦
が
し
た
い

と
考
え
、
地
区
の
仲
間
と
ハ
ウ
ス
１

棟
で
試
験
的
に
栽
培
を
始
め
ま
し

た
」
と
、
菅
野
さ
ん
は
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。

出
荷
作
業
は
分
業
化
し
、
最
後
の

仕
上
げ
は
妻
の
忠
子
さ
ん
（
64
）
が

行
い
ま
す
。
出
荷
先
は
東
京
の
太
田

市
場
の
み
で
、
秋
の
彼
岸
、
ブ
ラ
イ

ダ
ル
シ
ー
ズ
ン
は
出
荷
に
追
わ
れ

忙
し
い
の
だ
と
か
。

「
故
郷
で
生
き
て
い
く
自
信
を

く
れ
た
花
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
菅
野
さ
ん

は
意
欲
的
で
す
。

会
津
支
所

相
馬
支
所

直
売
所
で
食
べ
る「
粒
も
ぎ
」ぶ
ど
う
は

ひ
と
味
違
う
お
い
し
さ

故
郷
で
生
き
て
い
く
自
信
を
く
れ
た

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
栽
培

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

前日に出荷を終え、安堵の表情を見せる菅野さん

ブランド化を図る
「いいたての花」のパッケージ
（高さ約１㍍）

「ぶどうの味の濃さをぜひ楽しんでください」と新田さん
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今日も
皆さまと

組合員の皆さんと
NOSAIをつなぐ

パイプ役としてご
活躍いただいてい

る、

NOSAI部長の皆さ
んをご紹介します

！

現在、保原地区共済部長協議会の副会長を兼任
しており、農業保険事業についての推進にも取り
組んでいます。農産物栽培では、病害虫防除は徹
底して行っています。自然災害への対応は減災に
努めていますが、近年は自助努力では防ぎようの
ないものも多くなっているように感じます。より
農家経営に寄り沿う保険事業を期待しています。

露地栽培のキュウリを主体に、夫婦で 30 年以上
農業を行っています。体が資本ですから、お互い健
康には気を使っています。現在は後継者不足もあ
り、若者が安心して農業を継いでいける社会になっ
てほしいと思っています。そのためにも、NOSAI
には災害時に素早く対応していただき、いざという
ときの支えになる存在であってほしいです。

近年、各地で大規模な自然災害が発生し、保険
や共済の重要性も増しています。ＮＯＳＡＩには、
幅広い事故や収入減に対応できる、農家に寄り添
う存在になってほしいと思います。万が一の事故
の際、「共済に加入していて良かった」と思える存
在であってほしいです。後継者不足などの問題も
ありますが、組合員のために尽力していきます。

今年初めて損害評価に参加し、イノシシの被害
を評価しました。地域の集落を守っていくため、地
区の草刈りに参加し、イノシシを寄せ付けない努
力をしているところです。ＮＯＳＡＩとしても損
害防止の観点から、今後、獣害対策について何ら
かの方策を考えてほしいと思いますし、私も共済
部長として頑張っていきたいと思います。

農家経営に寄り添う保険事業に期待

いざというときの支えになってほしい

組合員のために尽力していきます

地域の集落を今後も守っていきたい

伊達市　髙橋 研一さん（69）

NOSAI 部長歴／６年　上保原地区

矢吹町　佐藤 照夫さん（76）

NOSAI 部長歴／１５年　矢吹地区
水稲 100㌃
畑 10㌃

水田23㌃
畑23㌃

水稲 27.3㌃

水稲 200㌃
郡山市　渡辺 一朗さん（54）

NOSAI 部長歴／１０年　西田地区

いわき市　永山 忠一さん（62）

ＮＯＳＡＩ部長歴／３年　川前城木坂地区

県
北
支
所

白
河
支
所

郡
山
田
村
支
所

い
わ
き
支
所

「
」
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からのお知らせ

いつも NOSAI の建物共済、農機具共済にご加入
いただきありがとうございます。今後も継続加入を
よろしくお願いします。

コンビニ収納ができます
建物・農機具共済の掛金を口座振替できなかった

場合などは、コンビニエンスストアから振込もでき
ますので最寄りの支所までお問い合わせください。

自
然
災
害
の
備
え
に

「
総
合
共
済
」
を
お
勧
め
し
ま
す

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
「
住
ま
い
る
」

で
は
火
災
や
落
雷
に
よ
る
損
害
を
補
償
す

る
「
火
災
共
済
」
と
火
災
共
済
の
補
償
に
併

せ
て
自
然
災
害
や
地
震
に
よ
る
損
害
を
補

償
す
る
「
総
合
共
済
」
の
２
種
類
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

風
害
、
水
害
、
土
砂
崩
れ
等
の
自
然
災
害

に
よ
る
損
害
の
補
償
に
は
「
総
合
共
済
」
の

ご
加
入
が
必
要
で
す
。

ま
た
、建
物
総
合
共
済
に
は
収
穫
後
圃
場

か
ら
搬
出
し
た
農
産
物
（
米
・
麦
・
大
豆
）

に
も
、自
然
災
害
や
火
災
に
よ
っ
て
損
害
が

発
生
し
た
場
合
に
損
害
を
補
償
す
る
特
約

を
付
帯
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

建
物
総
合
共
済
に
ご
加
入
の
農
作
業
場

や
納
屋
な
ど
に
、
出
荷
前
の
一
時
保
管
、
ま

た
は
自
家
販
売
な
ど
の
通
年
保
管
中
の
販

売
を
目
的
と
し
た
農
産
物
が
補
償
対
象
に

な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
自
然
災
害
へ
の
備
え

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

農
機
具
共
済
無
事
故
割
引
・

有
事
故
割
増
料
率
制
度
を

導
入
し
ま
し
た

農
機
具
共
済
「
の
う
き
く
ん
」
で
は
総
合

共
済
に
お
い
て
、無
事
故
と
有
事
故
の
場
合

の
掛
金
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、ご
加

入
の
農
機
具
が
２
年
連
続
期
間
中
に
無
事

故
で
あ
れ
ば
、３
年
目
の
契
約
時
に
共
済
掛

金
を
割
引
き
、
災
害
共
済
金
の
支
払
い
が

あ
っ
た
場
合
は
翌
年
の
契
約
時
に
共
済
掛

金
が
割
増
と
な
る
制
度
と
な
り
ま
す
。

農
機
具
の
安
全
運
転
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う

忙
し
い
時
期
や
日
々
の
天
候
に
よ
り
農

作
業
に
も
無
理
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
無
理
が
基
本
操
作
を
怠
り

農
機
具
事
故
と
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、日
ご
ろ
よ
り
安
全
運
転
に
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
始
業
前
の
点
検
・
整
備
も
農

機
具
を
よ
り
長
く
ご
使
用
い
た
だ
け
る
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

農
機
具
の
機
種
変
更
の

連
絡
は
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

今
年
は
台
風
が
多
発
し
、天
候
が
不
安
定

な
中
、
稲
刈
り
時
期
が
終
了
し
、
忙
し
い
時

期
が
山
を
越
え
た
頃
か
と
思
い
ま
す
。

農
機
具
を
買
い
替
え
て
、
忙
し
い
時
期

な
の
で
、「
後
で
連
絡
す
れ
ば
い
い
や
」
と
、

つ
い
つ
い
忘
れ
が
ち
な
機
種
変
更
。農
作
業

が
落
ち
着
い
た
こ
の
時
期
に
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

落
雷
に
よ
る

家
庭
電
化
製
品
の
損
害
は

家
具
類
の
ご
加
入
が
必
要
で
す

落
雷
に
よ
る
損
害
は
「
火
災
共
済
」
の
補

償
対
象
で
す
。
こ
れ
は
建
物
及
び
付
属
設

備
（
室
外
機
の
あ
る
エ
ア
コ
ン
、ボ
イ
ラ
ー
、

ア
ン
テ
ナ
、換
気
扇
等
）
に
発
生
し
た
損
害

を
補
償
し
ま
す
。

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
、
電
話
機
、
冷
蔵
庫
、

パ
ソ
コ
ン
、電
子
レ
ン
ジ
等
は
建
物
と
は
別

に
家
具
類
の
ご
加
入
が
必
要
で
す
。ご
家
族

の
家
具
類
も
大
き
な
財
産
で
す
。家
具
類
の

ご
加
入
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

建
物
共
済

農
機
具
共
済
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からのお知らせ

子
牛
の
下
痢
症
は
、
経
済
的

損
失
に
直
結
す
る
主
要
な
疾

患
の
一
つ
で
す
。
そ
の
原
因
に

は
、
ウ
イ
ル
ス
性
、
細
菌
性
及

び
寄
生
虫
性
な
ど
の
感
染
性

因
子
、
食
餌
性
な
ど
の
非
感
染

性
因
子
な
ど
様
々
な
要
因
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
感
染
性
の
下

痢
の
中
で
牛
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

病
、
牛
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
病
お

よ
び
牛
の
大
腸
菌
症
は
発
生

が
多
く
、
そ
れ
ら
に
よ
る
死
亡

や
発
育
不
良
な
ど
生
産
性
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。

獣
医
師
が
簡
単
レ
ク
チ
ャ
ー

【
感
染
性
下
痢
症
の
原
因
】

　

牛
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
病
は
、
生

後
数
日
か
ら
一
週
間
程
度
の

新
生
子
牛
が
急
に
発
症
し
、
激

し
い
水
様
性
の
下
痢
を
示
す

伝
染
病
で
す
。
下
痢
便
あ
る
い

は
下
痢
便
に
汚
染
し
た
敷
料
、

人
な
ど
が
汚
染
源
に
な
っ
て

経
口
的
に
感
染
し
ま
す
。
感
染

す
る
と
12
～
36
時
間
の
潜
伏

期
間
の
後
、
発
熱
、
食
欲
不
振
、

元
気
消
失
、
激
し
い
水
様
性
下

痢
を
排
泄
し
ま
す
。
下
痢
が
続

く
と
脱
水
し
衰
弱
し
ま
す
。

　

牛
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
病
は
、

子
牛
の
下
痢
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

子
牛
が
感
染
す
る
と
、
１
日
か

ら
２
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、
発

熱
、
元
気
消
失
、
灰
白
色
の
下

痢
便
を
排
泄
し
ま
す
。
下
痢
便

や
鼻
汁
を
介
し
て
経
口
・
経
鼻

感
染
し
ま
す
。
こ
の
感
染
症
は

冬
季
に
多
発
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　

大
腸
菌
症
は
、
病
原
性
大
腸

菌
に
感
染
し
て
12
～
18
時
間

の
潜
伏
期
間
を
経
て
、
突
然
激

し
い
下
痢
を
お
こ
し
ま
す
。
酸

臭
の
あ
る
灰
白
色
か
ら
黄
色

の
水
様
性
の
下
痢
便
を
排
泄

し
、
脱
水
に
よ
り
死
亡
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

【
ワ
ク
チ
ン
接
種
】

子
牛
の
下
痢
予
防
に
は
、
定

期
的
に
牛
舎
を
消
毒
し
、
子
牛

を
衛
生
的
な
環
境
で
飼
養
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
前
述

し
た
感
染
症
は
幼
若
期
の
子

牛
に
混
合
感
染
す
る
場
合
も

あ
り
、
重
篤
な
症
状
と
な
り
死

亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
妊
娠
末
期
の
母
牛
に

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、
母
牛
の

抗
体
価
を
上
げ
、
初
乳
を
介
し

て
子
牛
の
抵
抗
力
を
強
化
す

る
こ
と
が
有
効
と
な
り
ま
す
。

感
染
の
抑
制
、
あ
る
い
は
感
染

し
て
も
症
状
を
軽
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
に
は
い
ろ
い
ろ

な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
前
述

の
３
つ
の
感
染
症
の
混
合
さ

れ
た
牛
下
痢
５
種
混
合
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
、
利
用
す

る
農
家
の
方
も
か
な
り
増
え

ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

分
娩
予
定
の
１
か
月
半
前
と

半
月
前
に
２
回
行
い
ま
す
。
翌

年
か
ら
は
半
月
前
の
１
回
接

種
に
な
り
ま
す
。

初
乳
を
介
し
て
子
牛
は
免

疫
を
獲
得
し
ま
す
の
で
、
生
後

十
分
な
量
の
初
乳
を
４
時
間

以
内
く
ら
い
に
飲
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。
せ
っ
か
く
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
も
、
子
牛
が
初
乳

を
飲
ま
な
い
と
免
疫
獲
得
で

き
な
い
の
で
、
こ
こ
が
重
要
で

す
。ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
、
幼

若
期
の
重
症
な
下
痢
が
減
少

し
ま
す
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
費
用
対
効
果
は
十
分
あ
る

と
思
い
ま
す
。
特
に
冬
期
間

は
、
子
牛
が
体
力
を
消
耗
し
や

す
い
の
で
、
ま
だ
下
痢
予
防
ワ

ク
チ
ン
を
利
用
し
て
い
な
い

方
は
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

いわせ石川家畜
診療センター

次長　武地 禎美

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

家
畜
講
座
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からのお知らせト ピ ッ ク ス

福
島
県
農
林
水
産
航
空
事
業
推
進
協

議
会
（
会
長
＝
齋
藤
勝
利
福
島
県
農
業

共
済
組
合
長
）
主
催
に
よ
る
第
17
回
福

島
県
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
行

技
術
競
技
大
会
が
平
成
30
年
９
月
７
日
、

福
島
市
の
十
六
沼
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
操
縦
技
術
を
向
上
さ
せ
て
安
全

な
運
行
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

県
内
で
農
薬
散
布
を
実
施
す
る
営
農
組

織
や
防
除
組
織
な
ど
か
ら
13
チ
ー
ム
が

参
加
し
操
縦
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

飛
行
の
安
定
度
や
技
術
の
精
度
な
ど

が
４
人
の
審
査
員
に
よ
り
審
査
が
行
わ

れ
、
農
事
組
合
法
人
大
関
水
稲
作
組
合

の
小
賀
坂
伸
夫
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
・
三
浦

和
也
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
ペ
ア
が
最
優
秀
賞

（
福
島
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
）に
輝
き

ま
し
た
。
そ
の
他
の
結
果
は
次
の
と
お

り
。（
か
っ
こ
内
は
所
属
）

優
秀
賞

♦
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
福
島
県

本
部
長
賞
＝
斉
藤
雄
一
・
浅
野
光
浩

（
斉
藤
雄
一
）

♦
一
般
社
団
法
人 

福
島
県
農
業
会
議
会

長
賞
＝
三
浦
和
也
・
小
賀
坂
伸
夫
ペ
ア

（
農
事
組
合
法
人
大
関
水
稲
作
組
合
）

優
良
賞

♦
公
益
社
団
法
人 

福
島
県
植
物
防
疫
協

会
長
賞
＝
古
川
知
広
・
斉
藤
幸
司
ペ

ア
（
東
北
ス
カ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
）

♦
福
島
県
農
林
水
産
航
空
事
業
推
進
協

議
会
長
賞
＝
鈴
木
寛
哉
・
酒
井
康
雄

（
福
島
県
農
業
共
済
組
合
会
津
支
所
）

　

最
優
秀
賞
の
小
賀
坂
・
三
浦
組
、優
秀

賞
の
斉
藤
・
浅
野
組
、
三
浦
・
小
賀
坂

組
は
、
11
月
９
日
茨
城
県
水
戸
市
で
開

催
さ
れ
る
「
第
27
回
全
国
産
業
用
無
人

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
行
技
術
競
技
大
会
」

の
福
島
県
代
表
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

第
17
回 

福
島
県
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
行
技
術
競
技
大
会
開
催

福
島
県
農
林
水
産
航
空
事
業
推
進
協
議
会

最優秀賞に輝いた「農事組合法人大関水稲作組合」の
小賀坂伸夫オペレーター・三浦和也ナビゲーターペア

水を入れたタンクを搭載した
競技用の機体

選手宣誓をする福島県農業共済組合会津支所の
古川竜也選手

決められたコースを
規定の時間で正確に飛行する
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11
月
14
日
は
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
で

す
。
世
界
の
糖
尿
病
人
口
は
４
億
人
を
越

え
、
糖
尿
病
は
世
界
的
に
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
世
界
規
模
で
糖
尿
病
へ

の
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た

の
が
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
な
の
で
す
。
こ

の
日
は
、
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
回
は
糖
尿
病
が
な
ぜ
問
題
な
の

か
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
糖
尿
病
と
は
何
で
し
ょ
う
？ 

そ

れ
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
が
十
分
で
な

い
た
め
ブ
ド
ウ
糖
が
有
効
に
使
わ
れ
ず
に

【
表
1
】血
糖
値
が
高
く
な
っ
て
い
る
状
態

の
こ
と
で
す
。
放
置
す
る
と
全
身
に
様
々

な
影
響
が
出
て
き
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
移

住
し
た
ア
ジ
ア
人
に
糖
尿
病
が
多
く
発
症

し
、
日
本
な
ど
東
ア
ジ
ア
系
の
人
々
は
肥

満
で
な
く
て
も
糖
尿
病
が
発
症
し
や
す
い
。

つ
ま
り
、
欧
米
人
に
比
べ
イ
ン
ス
リ
ン
の

分
泌
量
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。戦
後
、食
生
活
が
欧
米
化
し
た
日
本
で

は
、
糖
尿
病
が
急
増
し
て
い
る
の
で
す
。 

糖
尿
病
を
持
っ
て
い
る
人
１
千
万
人
、
疑

い
の
あ
る
人
１
千
万
人
、
成
人
の
４
人
に

１
人
は
糖
尿
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。

糖
尿
病
は
き
ち
ん
と
管
理
し
な
い
と
、

様
々
な
合
併
症
が
生
じ
ま
す【
表
２
】。
そ

の
代
表
が
慢
性
腎
不
全
で
人
工
透
析
に
移

行
す
る
人
が
毎
年
５
千
人
。
糖
尿
病
性
網

膜
症
で
失
明
す
る
人
が
毎
年
３
千
人
。
そ

し
て
糖
尿
病
性
神
経
障
害
・
末
梢
動
脈
疾

患
で
下
肢
切
断
す
る
人
は
毎
年
１
万
人
に

の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
上
脳
梗
塞
や
心
筋
梗

塞
の
発
生
も
通
常
の
２
～
３
倍
多
く
な
り

ま
す
。
ま
た
ガ
ン
の
発
症
も
多
く
、
認
知

症
の
リ
ス
ク
も
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
糖
尿
病
の
人
は
寿
命
が
短
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
糖
尿
病
に
な
る
か

ど
う
か
問
題
な
の
は
食
後
の
高
血
糖
で
す

【
表
３
】。
血
糖
値
は
食
事
に
よ
り
変
動
し
、

空
腹
時
は
低
い
の
で
す
が
、
食
事
後
（
特

に
糖
質
を
多
く
含
む
場
合
は
）
急
激
に
上

が
る
も
の
の
、
普
通
１
４
０
mg
／
dL
を
超

え
ま
せ
ん
。

さ
あ
、
皆
さ
ん
、
食
後
１
時
間
の
自
分

の
血
糖
値
に
自
信
は
あ
り
ま
す
か
？
一
度

測
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

清明クリニック 佐藤 睦子

第12回

はじめよう
！

健康生活

糖尿病神経障害 糖尿病腎症

糖尿病網膜症

酸素と栄養が運ばれなくなり、合併症が発生表2

糖
血管

血糖値

血糖値

糖

エネルギー

インスリン

「糖」は小腸から吸収されて血管の中に入ります

インスリンは「糖」をエネルギーに変換します

糖が減るので
血糖値が下がる

糖が血管に入ると
血糖値が上がる

表1

（出典：テルモ「健康ガイド」）

250

200

150

100

0

(mg/dL)

（分）0 30 60 90 120 150 180 210
食後経過時間

糖尿病の人

食後高血糖の人

健康人

糖尿病の人

食後高血糖の人

健康人

食後の血糖値上昇パターン表3

糖尿病を
考えよう
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からのお知らせ

佐藤 有希恵さん（34）
（いわき市小川町）

アルゼンチンで魅了され
た赤ワイン用ブドウ品種

「ビジュノワール」。
ビジュノワールとは、
フランス語で「黒い宝石」
という意味。

http://www.fukushima-nosainet.jp/

農
業
共
済
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
見
守
り
活
動

展
開
中

農
業
共
済
対
象
品
目
の
う
ち
、
県
内
の

共
済
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
な
い
品
目

及
び
引
受
方
式
に
つ
い
て
、
意
向
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

当
組
合
で
未
実
施
の
品
目
・
引
受
方
式

に
つ
い
て
、
加
入
し
た
い
品
目
・
引
受
方

式
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
要
望
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【ミニトマト９㌃、ブドウ
８㌃】

N
O

G
Y O

J O S

H
I輝く

農業
女子

旅
行
先
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
出

合
っ
た
ワ
イ
ン
の
味
に
魅
了
さ
れ
、

ワ
イ
ン
づ
く
り
を
志
し
ま
し
た
。は

じ
め
に「
農
業
次
世
代
人
材
投
資
制

度
」
を
活
用
し
、ブ
ド
ウ
栽
培
と
ワ

イ
ン
醸
造
を
行
う
農
家
さ
ん
か
ら

２
年
間
の
研
修
を
受
け
、今
年
か
ら

苗
木
の
育
成
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
定
植
し
た
の
は
赤
ワ
イ
ン

に
使
わ
れ
る
ブ
ド
ウ
「
ビ
ジ
ュ
ノ

ワ
ー
ル
」
30
本
で
、４
年
後
の
本
格

的
な
収
穫
を
目
指
し
て
い
ま
す
。今

は
耕
地
を
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、40
㌃
ま
で
拡
大
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ブ
ド
ウ
の
栽
培
は
セ
ン
ス
と
経

験
が
重
要
と
い
わ
れ
ま
す
。私
は
ま

だ
経
験
が
浅
い
の
で
不
安
は
あ
り

ま
す
が
、将
来
的
に
は
全
て
の
工
程

を
自
分
で
行
っ
て
、私
を
魅
了
し
た

あ
の
ワ
イ
ン
を
、自
分
の
手
で
作
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
の
一
貫
生
産
を
目
指
し
て
！

実施期間

平成30年11月1日から
平成30年12月31日まで

ホームページ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
で
は
、
県
内
約

２
２
０
台
の
業
務
用
車
両
に
防
犯
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
付
す
る
な
ど
の
「
ふ
る
さ
と
見

守
り
活
動
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。地
域
の

防
犯
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
安
全
に
、

貢
献
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
同
制

度
の
実
施
組
織
で
あ
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体

の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

（公用車の防犯ステッカーデザイン）
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からのお知らせ

あ
と
が
き

営農指導者・佐藤良一さんからエール！

紅梅夢ファームを立ち上げて、今年で２年目を迎える
代表の佐藤良一さん。２人の熱い思いに心を打たれ採
用を決めたといいます。現在は全国農業会議所の農の
雇用事業の研修生でもあるため毎月
テーマを決めて研修指導をしていま
す。「若い人の技術はこれから。２人
とも毎日一生懸命に働いてくれてい
ます」と佐藤さん。２人が一人前にな
る日もそう遠くはありません。

10
月
１
日
か
ら
収
入
保
険
の
加
入
申
請
を
受
付
中
で

す
。
本
紙
６
～
７
ペ
ー
ジ
に
収
入
保
険
の
特
集
記
事
を

掲
載
し
ま
し
た
。

農
業
共
済
制
度
と
収
入
保
険
制
度
、
皆
さ
ま
の
経
営

内
容
に
よ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
有
利
な
保
険
を
選
択
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
農
業
共
済
組
合
の
理
事
を
務

め
て
お
り
ま
し
た
須
賀
川
市
の
大

槻
友
保
氏
が
、
去
る
８
月
７
日
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん

で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
役
職

員
一
同
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。

利
用
可
能
金
融
機
関
な
ど
、

詳
し
く
は
最
寄
り
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
お
願
い

大
槻
友
保
理
事

逝
去
の
お
知
ら
せ

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の

向
上
と
現
金
納
入
の
取
り
扱
い
に

よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
農
業
共

済
事
業
加
入
に
伴
う
共
済
掛
金
等

の
納
入
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
の

利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
現
在
、掛

金
等
を
現
金
で
納
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
口
座
振
替
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
希
望
の
金
融
機
関
に
て
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

口
座
振
替
へ
の
移
行
を
お
願
い
し

ま
す
。

事
故
防
止
・
不
祥
事
防
止
の
た

め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福島県農業共済組合では、事業紹介、
各支所の連絡先などの組織概要、採用情
報など、様々な情報を掲載したホーム
ページを開設しております。

収入保険と類似制度の比較シミュ
レーション、収入保険の規模拡大や収入
上昇を考慮した基準収入の算定シミュ
レーションなどもホームページに掲示
しております。

ぜひご活用ください。
スマートフォン、タブレットでもご覧

になれます。

NOSAI 福島
ホームページのご案内

編
集
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発

行

福
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県
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佐藤良一さん
農業保険の実行元年

お
問
い
合
わ
せ
と
被
害
発
生
時
の
ご
連
絡
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で

お
願
い
し
ま
す

県北支所 ☎ 024-544-2711
安達支所 ☎ 0243-23-7777
郡山田村支所 ☎ 024-933-3307
　田村出張所 ☎ 0247-82-0249
いわせ石川支所 ☎ 0247-37-1003
白河支所 ☎ 0248-27-1121
　棚倉出張所 ☎ 0247-33-2261
会津支所 ☎ 0241-28-1111
　南会津出張所 ☎ 0241-62-5588
相馬支所 ☎ 0244-23-6236
双葉支所 ☎ 0240-22-4111
いわき支所 ☎ 0246-24-1166


